
  

中心署でプロジェクト事業の 
必要性はあるか 

候補とした事業エリアは 
適当か 

19年度に実施する 

項目は何か 

   生物多様性に資するプロジェクトについては、まずは中心となる署等でモデル的・実証的に取り組み、次にそこでの手法
をそれ以外の署等における生物多様性保全の取組に拡大していく考えである。 

生物多様性に資するプロジェクトの展開について（案） 

＊ プロジェクトの中心署の事業エリア候補地
がモデル的、実証的に取り組むべき課題を
有するか 

＊プロジェクトの中心署において調査を
行って、それに基づき事業を行うべきエリア
があるかどうか 

調査のみ実施 
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  Yes   Yes 

No No 

他に事業エリアを探す 

中心は調査事業  
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○ ○ ○ ○ 調 査 

○ ○ ○  事業への住民参加 

△ △ ○  事業のエリア 
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事業エリアの
検討が必要   （備 考） 

事業エリアの
検討が必要 
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